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【編集後記】   

二 宮 治 彦 （編集長） 

 
恒例の「桐技会」ＯＢ／ＯＧの近況報告、今

回も楽しく読ませていただきました。体育学の

研究の道へ進まれ、その経験と実績をもとに

就職も内定されたというお便りでした。苦労し

て獲得した「臨床検査技師」の資格が有利に

働いていることも報告されていました。医療科

学類の卒業生の進路に多様な選択肢がある

ことを示していただいた思いがします。就職後、

さらなるご活躍をお祈りすると共に、しばらくし

たら、社会人としての近況もご報告をいただけ

れば幸いです。 

「桐技会」の学生スタッフも充実してきている

ようで、同窓会活動をますます充実させていっ

てください。 

医療科学類は、これまで浦山学類長が推進

されてきた医療科学類と大学院（フロンティア

医科学専攻）との連携に加えて、通称「グロー

バル３０」へのとり組みも加わって、小規模な

学類ながら多様な背景を持った学生が入学し、

それぞれがもつ多様な指向に応えられるよう

に、さらに変化しようとしてきています。学生諸

君には、「学生による授業評価」などを通して

学類の教育に積極的・建設的な意見を求めた

いとおもいます。教員もこれに真摯に応えると

ともに、ＦＤ活動などを通じて教育内容をさらに

充実させていこうとしております。 

卒業生・在校生・教員は、それぞれの立場

で、このＴＪＭＳをご活用いただき、積極的な発

言を期待しております。 
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